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IHC 1:100-1:300,ICC/IF 1:50-1:200,ELISA 1:20000-1:40000
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	応用
	抗原情報
	背景
	P311は、C5orf13（第5染色体オープンリーディングフレーム13）、D4S114、PTZ17、またはPRO1873としても知られ、細胞分化、神経機能、軸索再生に関与する68アミノ酸からなる細胞質タンパク質です。小脳顆粒層に存在し、海馬、嗅球、腎臓、肝臓、心臓で低レベルで発現しています。異所的に発現した場合、P311は白斑の運動性を増強します。P311は、マウスにおいて、E20では表皮層および線条体に、E17では胚帯に多く存在します。フィラミン1と相互作用することが知られているP311は、レチノイン酸脂質滴の生合成を制御し、筋線維芽細胞のアメーバ様遊走と線維芽細胞から筋線維芽細胞への分化を誘導します。 Ser-59のリン酸化はP311の安定性を低下させる。P311をコードする遺伝子はヒト染色体5q22に位置する。トランスフォーミング成長因子β受容体シグナル伝達経路の調節、
	研究分野
	心臓血管; 脂質/リポタンパク質; 脂肪関連; 脂肪滴タンパク質; 細胞生物学; 細胞周期; 細胞分化; シグナル伝達; 代謝; 脂質代謝; 神経科学; 神経プロセス; 神経再生
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	C5orf13抗体を用いたパラフィン包埋ヒト心臓組織の免疫組織化学染色。右の写真は合成ペプチドでブロッキングした状態。

